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●6 年制学科のカリキュラムの特色
　医療人として医師とともに患者に対す
る適正な薬物治療の実施に貢献できる薬
剤師、患者に寄り添える薬剤師の養成を
目指し、薬物を取り巻く確かな知識や薬
物治療に関する技能に加え、豊かな人間
性を磨く臨床薬学教育を実践しています
。
　初年次には高校から大学での学習をス
ムースに移行できるように、化学・生物
学・物理学の基礎科目を学びます。また
、講義だけではなかなか身に付きにくい
専門学力を確実に身につけ、さらに応用
力を養うために、各科目ごとに「演習」
を設けています。
　この他、低学年からスモールグループ
ディスカッション（SGD）を取り入れ
た授業を実施することで、薬学生として
目的意識をもち主体的に学ぶ姿勢を養い
ます。４年次前期にはそれまでに得た基
礎から応用に至る専門知識を、実際の医
療現場でどのように生かすかを学ぶ統合
型科目「薬物治療マネジメント」を実施
しています。代表的な8 疾患を取り上げ
、1週間に1症例を題材として、これま
での学びを症例上で統合するPBL（
Problem-based Learning）形式の学
びを行っています。講義に加え、SGD
や体験型演習を行い、さらに独自に開発
したシミュレーションソフトを利用した
振り返りを行うなど、多様な方略を用い
て薬物治療をマネジメントできる能力の
醸成を行っています。また、医療現場で
求められる専門知識・技能・態度につい
て学ぶ「実務実習事前講義・演習」を設
置し、５年次の実務実習、６年次の卒業
研究につなげています。
　このように６年間の一貫教育課程を編
成することで、薬学の専門知識を学びな
がら、臨床系科目や実習等の実践科目を
通して実践力を段階的に養成し、医療現
場で求められる豊かな人間性と確かな専
門知識を備えた薬剤師の輩出を目指して
います。

●病院や薬局の実務実習 特色や取り組み
　５年次に実施する長期実務実習（病院
および薬局で各１１週間）では、薬剤師
としての基本的な知識・技能・態度を修
得します。さらに、臨床現場で求められ
る、より実践的な能力を身につけるため
に「アドバンストコース」を設置してい
ます。アドバンストコース学生は、本学
と教育連携を締結している県内４施設（
名大病院、愛知医科大学病院、藤田医科
大学病院、安城更生病院）のいずれかの
施設において、実務実習終了後に指導薬
剤師および指導教員の指導下で８ヶ月間
にわたり、臨床技能の向上、臨床研究等
に取り組みます。

●病院実習先・薬局実習先

　名古屋大学医学部附属病院、愛知医科
大学病院など　99カ所
　「東海地区薬剤師会」 180カ所
東海地区調整機構により実習先を確保

●アドバンスト（臨床）実習
　アドバンスト教育としては、前述の「
薬物治療マネジメント」で扱わない重要
な疾患の治療に関する講義、 疾患とそ
の疾患群の薬理・病態に関するTBL（
Team-based Learninig）による学習、
フィジカルアセスメント演習、ヒト型シ
ミュレーターを使った演習、多職種連携
教育、医薬品化学、副作用を中心とした
医療安全教育を行っています。ここでは
体験型演習を取り入れることで、薬物治
療をマネジメントできる能力のさらなる
向上を図っています。
　また、4年次進級時には、成績上位者
（2/3程度）から希望者を募り、最大
16名までアドバンストコースの学生を
決めます。当該学生は5年次に薬剤師と
しての知識・技能・態度を習得するため
、本大学との協定校である名古屋大学医
学部附属病院、愛知医科大学病院、藤田
医科大学病院、安城更生病院や地域薬局
で11週間の参加型実務実習を行います
。実務実習後も引き続き同じ病院あるい
は薬局にて、専門的職能を向上させるア
ドバンスト臨床実習を履修します。これ
らの病院や薬局における指導薬剤師や常
駐教員の指導下で臨床実習と研究を行い
、卒業論文を作成することで科学者とし
ての観点で医療を見極める感性を育成し
ます。実習中には、各施設での活動内容
の報告会や活動交流会を行い、発表能力
を醸成します。

●多職種連携教育の具体的な内容
　本学では1年次、4年次、5年次におい
て多職種連携教育(IPE)を本大学との協
定校である名古屋大学医学部、藤田医科
大学や愛知医科大学と実施しています。
1年次の後期の「薬剤師の使命II」では
、名古屋大学医学部や藤田医科大学の医
学生と映画や動画を利用して、地域医療
や臨床倫理をテーマとした小グループ討
論により、チーム医療の共通基盤を学ぶ
導入教育を行っています。4 年次前期の
統合型科目「薬物治療マネジメント」で
は、藤田医科大学、日本福祉大学や愛知
学院大学の多医療系学生とともに藤田医
科大学のIPEプログラム （アセンブリIII
）に参加しています。このプログラムで
は、「患者（地域住民）の健康問題」を
テーマとしたチーム基盤型学習を行い、
他の医療学生との信頼関係や問題解決能
力の修得を目指します。5年次の「多職
種連携」では、名古屋大学医学部の医学
・看護学生とチームになって実臨床を想
定した症例に基づいて、模擬患者や模擬
患者家族などから問題点などを協働して

聴取し、話し合い、退院に向けた説明す
るなど、実践的に行います。
また、愛知医科大学での実務実習では、
医学・看護学生とチームになって、医療
職としての共通目標と職能の相互理解を
図り、急変患者への対応シミュレーショ
ン、および心不全症例に基づいて模擬患
者や模擬患者家族の医療面接から治療方
針と退院後の在宅医療に向けた説明を行
います。このように、4 年次および5 年
次のIPEプログラムでは、医療や患者・
その家族の問題点を多角的に見る能力を
養うとともに、多職種の医療・福祉学生
との協働による問題解決能力を養います
。

●多職種連携教育を行う医療施設名
　名古屋大学医学部、愛知医科大学、藤
田医科大学、市中病院

●薬剤師国家試験への取り組み
　令和4年度は私立56大学で合格率第1
位となり、過去11年間でも私立ではト
ップスラスを堅持しています。国家試験
合格率100％を目指し、５年次では国試
対策用模擬試験を実施し、６年次では正
課の科目以外に「国家試験対策講習会」
や「模擬試験」を実施します。また、成
績不振学生に対しては特別クラスを編成
し個別指導を行うなど、キメ細やかな教
育指導体制を構築しています。

●卒業研究について
　薬剤師として、個々の患者に応じて有
効かつ安全な薬物治療を実施するために
は、医療の現場で遭遇する問題を論理的
かつ科学的に解決する能力を有すること
が必須です。卒業研究は、それぞれの学
生の配属研究室において、研究室スタッ
フの指導の下、４年生までに修得した知
識・技能・態度を基に、創薬科学や医療
薬学などに関連した研究課題に取り組む
ことで、実験・研究技能を修得するとと
もに、「問題抽出能力」「調査能力」「
実験・研究結果評価能力」「プレゼンテ
ーション能力」「論文作成能力」を育む
ことを目的としています。6年次9月に
は、すべての学生が卒業論文発表会にて
発表を行います。卒業研究を介して、生
涯にわたって科学的視点から問題点を発
見し、生命科学研究を通して問題解決を
図ることができる医療人としての科学的
思考能力を醸成します。

●入試の変更点
　なし

●入試に合格するためのアドバイス
　化学を重点的に勉強してください。

●過去問を公開しておられますか
　公開していません。

●面接や小論文について教えてください
　回答なし

●大学独自の奨学金制度
https://www.meijo-u.ac.jp/cam-
pus/support/scholarship01/   

●地域のアパート・マンションのモデル
家賃
　八事キャンパスの最寄駅は、名古屋
市営地下鉄鶴舞線・名城線の八事駅で
す。
その付近の家賃相場は次のとおりです
。
築年数5年未満：5万円～6.5万円
築年数5年以上：4.5万円～6万円

●オープンキャンパスの日程
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●面接や小論文について教えてください
　回答なし

●大学独自の奨学金制度
  

●地域のアパート・マンションのモデル
家賃
　八事キャンパスの最寄駅は、名古屋市
営地下鉄鶴舞線・名城線の八事駅です。
その付近の家賃相場は次のとおりです。
築年数5年未満：5万円～6.5万円
築年数5年以上：4.5万円～6万円

●オープンキャンパスの日程
　令和5年度オープンキャンパス
令和5年7月29日・7月30日　予約制に
よる対面実施

https://www.meijo-u.ac.jp/campus/support/scholarship01/ 
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